
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3014 

令和５年度 工業科（メカトロニクス系） 

 

教科 工業 科目 
メカトロニクス

基礎実習 

単位

数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 「工業技術基礎」 （実教出版） 

副教材等 

「基礎製図練習ノート」(実教出版)  

「基礎製図検定問題集」（全国工業高等学校協会） 

「メカトロニクス基礎実習指導書」（本校製作） 

「Ｃの絵本」 （翔泳社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

（製図）製作図に至るまでの技術を習得するために、道具の使い方・作図の方法を学び、正確

な図面を書き練習する。また、2 年次で受験する「基礎製図検定」に向けて、製図の導入として

基礎的な図面の書き方を学習する。 

（電気）電流や電圧などの電気的な量を測定するためには電流計や電圧計を用います。測定器

の接続方法について理解し、計器の示す値を読み、結果を記録・計算して目的の量を求めます。 

電気を使用するためには、電源とスイッチ・負荷などとの配線が必要です。電気工事で使用す

る工具や配線材料を使用して簡単な電気配線を練習します。 

（情報）参考図書を用いてＣ言語を学習する。パーソナルコンピュータを用いて、参考図書の

例を入力し実行する。理解度を高めるため、例を少し応用した練習問題を解く。 

２ 学習の到達目標 

メカトロニクス系で必要な資質・能力の習得をするために製図・電気・情報分野の基礎実習を

実施し、工業に関する技術を身につけさせる。 

・工業に関する基礎的な技術を実験や実習によって体験し、各分野における工業技術への興味・関心

を高め、工業の意義や役割を理解し、広い視野と倫理観を身に付ける 

・工業技術に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対

応する力を養う。 

・工業技術に関する広い視野を持つことをめざして自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り

組む態度を養う 

・製図の基礎の習得を目標とする。 

・電気分野の基本的な技能・技術の習得を目標とする 

・コンピュータの基本的な構成を学び、基礎的なプログラミング技術の習得を目標とする。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

工業技術について工業のも

つ社会的な意義や役割と人

と技術との関わりを踏まえ

て理解するとともに、関連

する技術を身に付けてい

る。 

工業技術に関する課題を発

見 

し、工業に携わる者として科

学的な根拠に基づき工業技

術の発展に対応し解決する

力を身に付けている。 

工業技術に関する広い視野

をもつことをめざして自ら

学び、工業の発展に主体的か

つ協働的に取り組もうとし

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

後

期

① 

 

製
図
の
基
礎
練
習 

基礎製図練習ノートを用い

て、製図の基礎を学ぶ。 

製図用具の基礎的・基本

的な使用方法を学ぶ。 

製図に用いる文字・線の種

類・用途を学ぶ。 

a: 機械や部品の製作に使用され

る図面の役割や JIS 規格の必要性

を理解している。誤りのない図面を

かくことができる実践的な知識を身

につけている。 

b: 図面の役割や JIS規格の重要性

について理解している。誤りのない

図面をかくことができる。 

c: 図面の役割や JIS 規格に興味･

関心をもち，誤りのない図面をかく

ことに意欲的に取り組んでいる。 

課題の提

出・内容 

 

作品 

学 習 の

取組 

 

作品 

課題の提

出・内容 

 

授業観察 

オ
ー
ム
の
法
則 

計器の正しい接続方法や指

示値の読取方法を学ぶ。 

直流可変電源に可変抵抗

器・電流計・電圧計を接続し、

電圧・電流を測定し、オーム

の法則が成り立つことを確認

する。 

ａ：相互に関連する実験や実習内

容を取り上げるよう留意し、 工業の

各分野に関する要素を総合的に理

解している。 

ｂ：日常生活に関わる身近な製品の

製作例を取り上げ、 工業技術への

問題を見いだして課題を設定し、

解決策を構想し、実践を評価・改善

し、考察したことを根拠に基づいて

論理的に表現するなどして、対応し

解決する力を身に付けている。 

ｃ：生産の仕組みについて自ら学

び、工業の発展を図ることに主体

的かつ協働的に取り組む態度を身

に付けている。 

報告書の

提出・内

容 

 

課題 

学 習 の

取組 

 

課題 

報告書の

提出 ・ 内

容 

 

授業観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
礎 

プログラム作成の基礎知識 

 １）基礎知識 

 ２）準備・基本操作 

 ３）プログラムの入力 

 ４）プログラムの実行 

 ５）プログラムの編集 

a: 機械語、アセンブラ言語、高水

準言語について理解している。基

本的なプログラムを作成し、実行す

る技能を習得している。アルゴリズ

ムと流れ図について理解し，これら

を活用する技能を習得している。 

b:インタプリタとコンパイラの違いを

理解し、用途を考察できる。最適な

プログラムを記述するために必要な

アルゴリズムを考えて流れ図として

表現できる。 

c: 用途に応じたプログラム言語の

違いや、プログラムのつくり方に関

心をもち、意欲的に学習に取り組

み、学習態度は真剣である。問題

解決の処理手順であるアルゴリズ

ムと、アルゴリズムを実現するため

の流れ図を描くことに興味をもち、

意欲的に学習に取り組み、学習態

度は真剣である。 

完成した

プログラ

ム 

 

報告書の

提出と内

容 

実 習 状

況 の 観

察 

 

プログラ

ムの確認 

報告書の

提出と内

容と考察 

 

授業観察 

後
期
② 

展
開
図
の
作
図 

平行定規を使用して展開

図の作図を学ぶ。 

作図した展開図を用いて立

体模型を製作する。 

a: 機械や部品の製作に使用

される図面の役割や JIS 規

格の必要性を理解している。

誤りのない図面をかくこと

ができる実践的な知識を身

につけている。 

b: 図面の役割や JIS 規格の

重要性について理解してい

る。誤りのない図面をかくこ

とができる。 

c: 図面の役割や JIS 規格に

興味･関心をもち，誤りのない

図面をかくことに意欲的に取

り組んでいる。 

課題の提

出・内容 

 

作品 

学 習 の

取組 

 

作品 

課題の提

出・内容 

 

授業観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

電
気
回
路
の
計
算 

二つの可変抵抗器を直列

や並列に接続し、各抵抗

に加わる電圧や流れる電

流を測定する。 

測定値と計算結果を比較

し、実験が正しく行われ

たことを確認する。 

 

 

ａ：相互に関連する実験や実習内

容を取り上げるよう留意し、 工業の

各分野に関する要素を総合的に理

解している。 

ｂ：日常生活に関わる身近な製品の

製作例を取り上げ、 工業技術への

問題を見いだして課題を設定し、

解決策を構想し、実践を評価・改善

し、考察したことを根拠に基づいて

論理的に表現するなどして、対応し

解決する力を身に付けている。 

ｃ：生産の仕組みについて自ら学

び、工業の発展を図ることに主体

的かつ協働的に取り組む態度を身

に付けている。 

報告書の

提出・内

容 

 

課題 

学 習 の

取組 

 

課題 

報告書の

提出 ・ 内

容 

 

授業観察 

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
① 

基本的なプログラム 

 １）画面出力 

 ２）変数 

 ３）出力の書式 

 

 

a: 機械語、アセンブラ言語、高水

準言語について理解している。基

本的なプログラムを作成し、実行す

る技能を習得している。アルゴリズ

ムと流れ図について理解し，これら

を活用する技能を習得している。 

b:インタプリタとコンパイラの違いを

理解し、用途を考察できる。最適な

プログラムを記述するために必要な

アルゴリズムを考えて流れ図として

表現できる。 

c: 用途に応じたプログラム言語の

違いや、プログラムのつくり方に関

心をもち、意欲的に学習に取り組

み、学習態度は真剣である。問題

解決の処理手順であるアルゴリズ

ムと、アルゴリズムを実現するため

の流れ図を描くことに興味をもち、

意欲的に学習に取り組み、学習態

度は真剣である。 

完成した

プログラ

ム 

 

報告書の

提出と内

容 

実 習 状

況 の 観

察 

 

プログラ

ムの確認 

報告書の

提出と内

容と考察 

 

授業観察 
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後
期
③ 

 

基
礎
製
図
の
学
習 

基礎製図検定問題集を用い

て、基礎製図検定に向けて第

三角法による投影法を学ぶ。

また、等角図の作図手順を理

解し、等角図を作図する。 

 

 

a: 機械や部品の製作に使用され

る図面の役割や JIS 規格の必要性

を理解している。誤りのない図面を

かくことができる実践的な知識を身

につけている。 

b: 図面の役割や JIS規格の重要性

について理解している。誤りのない

図面をかくことができる。 

c: 図面の役割や JIS 規格に興味･

関心をもち，誤りのない図面をかく

ことに意欲的に取り組んでいる。 

課題の提

出・内容 

 

作品 

学 習 の

取組 

 

作品 

課題の提

出・内容 

 

授業観察 

電
気
工
事
の
基
本
作
業
・配
線 

電気工事で使用される工具・

材料の名称を覚え、用途を理

解する。電気工事の単線図を

見て複線図を描く。 

実際に使用される電気配線

器具や材料を使い、机上にて

電気工事の作業を行う。 

 

 

ａ：相互に関連する実験や実習内

容を取り上げるよう留意し、 工業の

各分野に関する要素を総合的に理

解している。 

ｂ：日常生活に関わる身近な製品の

製作例を取り上げ、 工業技術への

問題を見いだして課題を設定し、

解決策を構想し、実践を評価・改善

し、考察したことを根拠に基づいて

論理的に表現するなどして、対応し

解決する力を身に付けている。 

ｃ：生産の仕組みについて自ら学

び、工業の発展を図ることに主体

的かつ協働的に取り組む態度を身

に付けている。 

報告書の

提出・内

容 

 

課題 

学 習 の

取組 

 

課題 

報告書の

提出 ・ 内

容 

 

授業観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
② 

 

演算子 

 １）いろいろな演算子 

 ２）比較演算 

 ３）論理演算 

 ４）演算の応用 

制御文 

 １）条件文 

 ２）繰り返し文 

 ３）制御文の応用 

 

 

a: 機械語、アセンブラ言語、高水

準言語について理解している。基

本的なプログラムを作成し、実行す

る技能を習得している。アルゴリズ

ムと流れ図について理解し，これら

を活用する技能を習得している。 

b:インタプリタとコンパイラの違いを

理解し、用途を考察できる。最適な

プログラムを記述するために必要な

アルゴリズムを考えて流れ図として

表現できる。 

c: 用途に応じたプログラム言語の

違いや、プログラムのつくり方に関

心をもち、意欲的に学習に取り組

み、学習態度は真剣である。問題

解決の処理手順であるアルゴリズ

ムと、アルゴリズムを実現するため

の流れ図を描くことに興味をもち、

意欲的に学習に取り組み、学習態

度は真剣である。 

完成した

プログラ

ム 

 

報告書の

提出と内

容 

実 習 状

況 の 観

察 

 

プログラ

ムの確認 

報告書の

提出と内

容と考察 

 

授業観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


